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足立足立 明穂とは何者か？明穂とは何者か？

IT大道芸人を知る
2009/1



2009/1/13 2

はじめにはじめに

¸ これは、足立明穂による足立明穂のプレ
ゼンです。

¸ 足立明穂が、何をしてきて、何をしようとし
ているのかを知ることができます。

¸ 足立明穂が、何に役立つのか、どう使える
のかをも知ることができます。
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基本データ基本データ
¸ 1962年 京都生まれ。

¸ 生後すぐ、親の仕事で神戸へ。社会人になるまでは、ずっと神戸で育つ。小学校から
大学院まですべて公立。お金の掛からない子供でした（笑）。

¸ 京都工芸繊維大学院 繊維学研究科専攻（やってたのは、量子光化学）。大学へ行く
ことは中学から憧れていた。研究三昧になれることを夢見ていた。

¸ 本を読むのが大好きで、小学校から、主にSFや科学関連の本を乱読する。
¸ 大学では、コンピュータクラブに所属。
¸ ２００５年から個人事業主として数社のITアドバイザー、企業研修講師などを行う。
¸ 元プログラマーでありながら、人前でプレゼンテーションするのは得意であり、プレゼ
ンそのものを教えることもできる。また、初心者向けのプレゼン、説明文章を書くことが
得意。官庁関係の書類を書くことも多い。

¸ 経済産業省・産業クラスター政策 ネオクラスター推進共同体 コーディネーター
¸ 財団法人わかやま産業振興財団 専門家相談員（ＩＴ）
¸ 平成１９年度日本商工会議所IT経営１日研修登録講師
¸ 平成２０年１月 経済産業省 Ｊ－ＳａａＳ普及指導員 登録
¸ 著書

– パソコン連動のデジタル仕事術（野々下裕子 共著・二期出版）
– 月刊netPC 連載（野々下裕子 共著）、電子メール特集（アスキー）
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講演・研修実績講演・研修実績
2004/10/19 シニアネットワーク（大阪）
講習会 ブログ、ＳＮＳの使い方

2004/11/10 大阪ガスＯＢ すずらん会（大阪ガス）
講演
私がインターネットでワクワクする理由
http://www.geocities.jp/suzuran_pc_dokoukai/photo-

album.htm#特別講師

2005/6/28 尼崎パソコン教室
顔写真付き名刺作成セミナー

2005/7/29 尼崎パソコン教室
スカイプセミナー

2005/11/19 きららビジネスアカデミー（枚方市立地域活性化支
援センター）
初歩からのインターネット活用再入門

http://blog.livedoor.jp/kirarabiz/archives/51120526.html

2006/10/4 CEATEC JAPAN2006（幕張メッセ）
大阪市ＩＴセミナー 「大阪市のユビキタス施策と急成長する組
込み業界」
http://www.city.osaka.jp/keizaikyoku/info/back_2006/info_h364.
htm
報告書PDFファイル（18ページの一覧に名前が掲載されていま
す）
2007/4/23 株式会社日本ポリグル（大阪）
エンジニア向けプレゼンテーション社内研修

20078/6/6-7 Embedded Technology West 2007（組込み総合技術
展 関西）
プレゼンテーション「今こそ検証・評価エンジニアを！」

2007/10 ? 2008/3 豊中市役所・豊中商工会議所
とよなか地域産業情報化研究会 企画・運営・実証実験
内１日は、日本商工会議所 IT１日経営者研修会を実施
http://www.ooaana.or.jp/sjk/sch.html

2007/10/25 インプレス・キャリア（東京）
セカンドライフ・ビジネスセミナー

http://d.hatena.ne.jp/kazsoga/20071011

2007/11/10 イーコマース経営・戦略塾（大阪）
「仮想社会セカンドライフのビジネスチャンスはどこにあるか？」
http://www.e-juku.jp/interview_teacher19.html

2007/11/19 インプレス・インターナショナル（大阪）
次世代の展望セミナー

2008/2/8 第一プランニング（仙台）
仮想空間「セカンドライフ」ビジネスセミナー

http://sl-
sendai.com/index.php?option=com_artforms&formid=1&Itemid=
4

2008/5/26 Virtual World Conference & Expo 2008（東京ビックサ
イト）
基調講演（デジタルハリウッド大学院三淵教授と共演）
『メタバースが、与えてくれるもの、メタバースに必要なもの』
http://www.secondtimes.net/special/006_vwce2008/20080608_mi
tubuchi.html
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プログラマー時代プログラマー時代

¸ 社会人になって本格的にプログラミングを勉強
¸ 独立系ソフトハウスで、大型計算機のOS開発に
関わる。仮想計算機のシステムなので、ハードと
ソフトの基礎を叩き込まれる。当然、アセンブラで
のプログラミング。
¸ 社会人１年目で情報処理1種、２種ともに取得。
¸ 1992-1994に米国の関連会社へ出向。C++コン
パイラ開発に関わる。しかし、一方で、ハーバー
ドやMITを卒業した凄腕のプログラマーを目の当
たりにし、技術力に自信があったのを打ち砕かれ
る。
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大いなる転換期大いなる転換期

¸ 米国滞在中に、黎明期のインターネットに触れ、
衝撃を受ける。当時、パッケージ化されたばかり
のMOSAICで京大のホームページをカリフォル
ニアから見ることができることに、意味が分から
ず、頭の中が真っ白になった。

¸ コミュニティ・カレッジで開催されたインターネット
講座に参加し、小学生から、おじいちゃん・おば
あちゃんまでもが参加しているのを見て、世の中
が変わることを確信する。
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技術の分かる立上げ屋として技術の分かる立上げ屋として

¸ 技術力では追いつけないことを知り、元々、マーケティン
グに興味があったので、技術バックグラウンドを持つ企画
営業・マーケティングへとシフトする。

¸ アメリカのパッケージソフトの日本語化から始まり、それ
以降、調査やエンジニアとの調整をする仕事へ。

¸ 帰国後は、インターネットに関するベンチャーを転々とす
ることに。プロバイダー立上げ、ネットカフェ構築、動画配
信、ポータルサイト、オンラインショップ、衛星データ通信、
スケジューラー、・・・・・。事業の立上げに関わることが多
くなる。




